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　集会を開催─
─町村評が総決起
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生
活
で
き
る
基
本
給
求
め
る

生
活
で
き
る
基
本
給
求
め
る

共に働く仲間として活動

　
県
本
部
町
村
評
は
11
月
４

日
、
自
治
労
プ
ラ
ザ
で
第
27
回

自
治
労
徳
島
県
本
部
町
村
職

総
決
起
集
会
を
開
き
、
県
内
の

町
村
単
組
か
ら
14
単
組
35
人

が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
、
木
藤
会
長
（
東
み
よ

し
町
職
労
連
）
が
「
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
か
ら
試
算
す
る
と

自
治
体
間
の
賃
金
格
差
が
、

年
収
約
50
万
円
と
な
る
。人

材
確
保
に
は
賃
金
が
必
ず
必

要
。要
求
し
な
い
と
改
善
さ

れ
な
い
。本
集
会
を
期
に
単

組
の
要
求
交
渉
、
運
動
強
化

に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
降
籏
事
務
局
長

（
石
井
町
職
労
）
が
、
町
村
評

の
方
針
提
起
を
行
い
、
各
単

組
代
表
者
か
ら
、
確
定
期
闘

争
に
む
け
た
決
意
表
明
で
、

闘
う
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

　
記
念
講
演
は
自
治
労
本
部

総
合
労
働
局
法
対
労
働
局
長

の
上
野
友
里
子
さ
ん
（
国
保

労
組
）
を
講
師
に
迎
え
「
労
働

者
の
心
の
健
康
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
予
防
法
」に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
セ
ル
フ

ケ
ア
対
策
と
組
織
と
し
て
対

応
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と

感
じ
た
」
と
の
感
想
が
出
さ

れ
た
。

　
勝
浦
町
職
は
、
10
月
27
日
、
第

52
回
定
期
大
会
を
開
き
、
次
年

度
の
闘
争
方
針
と
と
も
に
、
会

計
年
度
任
用
職
員
部
会
の
結
成

を
決
定
し
た
。

　
大
会
で
、
中
野
執
行
委
員
長

は
「
勝
浦
町
の
行
政
運
営
に
と

っ
て
会
計
年
度
任
用
職
員
の
皆

　
県
本
部
関
連
評
は
、
10
月
31

日
、
自
治
労
プ
ラ
ザ
で
、
第
46

回
定
期
大
会
を
開
き
、
７
単
組

21
人
が
結
集
し
た
。

　
議
長
に
は
、
小
笠
さ
ん（
市
町

村
共
済
労
組
）
を
選
出
し
進
め

ら
れ
、
一
乗
会
長（
市
町
村
共
済

労
組
）
は
、「
指
定
管
理
者
制
度

や
財
源
問
題
な
ど
で
雇
用
不
安

を
抱
え
る
私
た
ち
は
、
政
治
闘

争
が
重
要
な
取
り
組
み
と
な

る
。住
民
の
生
命
や
生
活
の
安

全
を
守
る
た
め
に
も
、
立
憲
主

義
の
回
復
に
向
け
、
岸
ま
き
こ

さ
ん
の
推
薦
を
各
単
組
で
進
め

て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ

　
続
い
て
、
九
鬼
事
務
局
長（
国

保
労
組
）
が
議
案
を
提
起
。経
過

で
は
、
徳
島
市
給
食
会
労
組
が
、

１
月
に
結
成
・
加
盟
し
、
交
渉

を
重
ね
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。運
動
方
針
で
は
、
確

定
期
・
春
闘
期
の
「
関
連
評
統

一
要
求
書
」
を
活
用
し
た
闘
争

を
提
起
。ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
交
流
を
通
じ
、
組
織
強
化

や
組
合
員
と
連
帯
し
て
い
く
こ

と
、
新
規
採
用
者
の
組
合
加
入

を
目
標
と
し
た
。

　
ま
た
、
藤
野
代
議
員（
国
保
労

要
求
な
く
し
て
改
善
な
し

　
自
治
労
県
本
部
は
、
11
月
１

日
、
ホ
テ
ル
千
秋
閣
で
、
県
市
町

村
課
と
、
地
方
財
政
確
立
や
２

０
２
３
年
度
賃
金
改
定
・
格
差

解
消
と
賃
金
水
準
の
維
持
・
改

善
な
ど
に
つ
い
て
交
渉
を
行
っ

た
。

　
交
渉
に
は
県
本
部
か
ら
中
川

委
員
長
を
は
じ
め
、
執
行
部
と

単
組
代
表
者
及
び
青
年
部
・
女

性
部
役
員
あ
わ
せ
て
約
90
人
が

参
加
。県
市
町
村
課
か
ら
は
、
小

島
課
長
ら
５
人
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
中
川
委
員
長
は
、「
自

治
労
県
本
部
と
県
市
町
村
課
と

は
直
接
の
労
使
関
係
に
は
な
い

が
、
県
市
町
村
課
の
基
本
的
な

立
場
に
つ
い
て
確
認
し
、
各
自

治
体
に
お
い
て
労
使
間
で
合
意

し
た
内
容
を
議
会
提
案
さ
せ
る

こ
と
が
最
重
要
。各
自
治
体
で

の
交
渉
に
活
か
せ
る
有
意
義
な

時
間
と
な
る
よ
う
お
願
い
す

る
」と
あ
い
さ
つ
。

　
小
島
課
長
か
ら
、
要
求
書
に

対
す
る
「
人
事
院
勧
告
の
取
扱

い
」
や
「
団
体
間
の
賃
金
格
差
是

正
」「
時
間
外
労
働
の
把
握
・
縮

減
」な
ど
の
回
答
説
明
の
後
、
交

渉
に
入
っ
た
。

　
２
時
間
に
わ
た
る
交
渉
で
は
、

「
若
年
層
が
労
働
状
態
や
人
間

関
係
に
悩
み
働
き
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
」「
事
業
に
追
わ
れ
育
休

が
希
望
す
る
期
間
に
と
れ
な

い
」「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
や
勤
勉
手
当
支
給
に
係

わ
る
財
源
確
保
が
必
要
」
等
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。県
市
町
村

課
は
、
適
正
な
制
度
運
用
で
、
長

時
間
労
働
の
是
正
や
格
差
の
解

県市町村課交渉

県
市
町
村
課
の
助
言
内
容
を
確
認

県
市
町
村
課
の
助
言
内
容
を
確
認

県
市
町
村
課
の
助
言
内
容
を
確
認

仲
間
の
実
態
か
ら
要
求
を

仲
間
の
実
態
か
ら
要
求
を

仲
間
の
実
態
か
ら
要
求
を

さ
ん
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
り
、
処
遇
が
不
安
定
だ

と
私
た
ち
の
働
き
方
に
も
影
響

す
る
。と
も
に
働
く
仲
間
と
し

て
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
組
合

加
入
に
む
け
て
、
真
摯
な
議
論

を
お
願
い
す
る
」と
あ
い
さ
つ
。

　
そ
の
後
、
上
野
書
記
長
か
ら
、

こ
れ
ま
で
３
回
実
施
し
た
組
合

説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
の
状
況
を
説
明
。会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
発
足
後
、
各
自

治
体
間
で
の
処
遇
格
差
が
見
ら

れ
る
こ
と
や
、
勝
浦
町
職
と
し

て
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
当
事
者
の
声
が
拾
え
て
な

い
こ
と
か
ら
、
組
織
化
の
必
要

消
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
継

続
的
に
助
言
を
行
う
と
し
た
。

　
最
後
に
中
川
委
員
長
が
「
本

日
の
交
渉
を
糧
に
し
て
、
各
単

組
で
労
使
交
渉
を
実
施
し
て
い

こ
う
。労
使
自
治
、
地
方
自
治
の

観
点
に
立
ち
、
仲
間
の
声
・
職

場
実
態
を
当
局
に
要
求
し
、
自

分
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条
件
を

自
分
た
ち
で
確
立
し
て
い
こ

う
」と
ま
と
め
、
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
意
思
統
一
し
た
。

性
を
説
明
し
、
会
計
年
度
部
長

を
設
置
す
る
な
ど
と
す
る
規
約

改
正
を
提
起
し
、承
認
さ
れ
た
。

　
役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
４
年
度
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
味
間
さ
ん
と
濱
さ
ん

が
特
別
執
行
委
員
と
し
て
選
任

さ
れ
、
来
年
度
の
定
期
大
会
で
、

会
計
年
度
部
会
か
ら
執
行
委
員

を
選
出
す
る
予
定
。

　
今
後
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
対
し
て
説
明
会
を
開
催
し
、

組
合
加
入
を
丁
寧
に
呼
び
か
け
、

常
勤
職
員
と
の
格
差
是
正
の
一

歩
と
し
て
、
２
０
２
４
年
度
か

ら
の
勤
勉
手
当
支
給
の
条
例
化

に
む
け
た
活
動
を
進
め
る
。

組
）
が
発
言
し
、「
障
が
い
者
支

援
施
設
で
、
も
ち
つ
き
大
会
を

予
定
し
て
い
る
。地
域
住
民
に

労
働
組
合
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
や
、
関
連
評
活
動
を
盛
り

上
げ
て
行
く
た
め
に
も
多
く
の

組
合
員
に
参
加
し
て
欲
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
今
定
期
大
会
で
役
員
改
選
も

行
わ
れ
、
会
長
に
、
山
川
康
宏

さ
ん
（
県
土
連
労
組
）
が
選
出

さ
れ
た
。

　
11
月
１
日
、
自
治
労
プ
ラ
ザ

で
「
２
０
２
３
確
定
闘
争
勝

利
！
自
治
労
徳
島
県
本
部
青
年

女
性
総
決
起
集
会
」
を
開
き
、

16
単
組
か
ら
女
性
部
21
人
、
青

年
部
27
人
が
参
集
し
た
。

　
青
年
部
・
女
性
部
か
ら
、
た

た
か
い
の
提
起
を
確
認
し
た
後
、

三
好
市
職
労
連
の
中
川
和
昭
書

記
長
が
「
『
要
求
無
く
し
て
改

善
な
し
』
青
年
・
女
性
が
確
定

闘
争
に
取
り
組
も
う
」
と
題
し

た
基
調
講
演

を
行
っ
た
。

　
中
川
講
師

は
、
社
会
情
勢

や
人
事
院
勧

告
と
三
好
市

職
労
連
の
賃

金
闘
争
の
歴

史
を
説
明
し

た
上
で
、
今
確

定
闘
争
に
む

け
て
「
労
働

者
と
し
て
、
青

年
部
・
女
性

部
で
『
も
の
の

見
方
・
考
え
方
』
を
学
び
交
流

し
、
点
検
す
る
こ
と
で
お
か
し

い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
こ
と

に
対
し
、
改
善
に
む
け
て
声
を

上
げ
よ
う
」
と
強
調
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
今
の
賃
金

で
は
生
活
出
来
な
い
。
基
本
給

で
生
活
が
出
来
る
よ
う
実
態
を

つ
き
合
わ
せ
、
賃
金
改
善
を
求

め
た
い
」「
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
が
、
自
分
に
も
余
裕
が
無

く
、
で
き
な
い
」「
職
場
の
点
検

活
動
の
内
容
を
根
拠
と
し
て
、

必
要
な
人
員
要
求
を
進
め
る
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　
最
後
に
、
西
條
青
年
部
長
の

総
括
と
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

集
会
を
閉
じ
、
県
市
町
村
課
と

の
交
渉
支
援
に
参
加
し
、
青
年

部
・
女
性
部
か
ら
職
場
の
実
態

を
発
言
し
た
。
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勤勉手当条例化にむけ
会計年度部会結成

働き続けられる職場を

政治闘争の強化で政治闘争の強化で

分散会で生活や働き方を交流する参加者

町村単組の賃金改善を訴える
木藤会長

青年部・餅つき大会への結集を訴える
藤野代議員（国保労組）

新居新委員長（中）と会計年度部会
の味間さん（左）と濱さん（右） 適正な「制度運用」や「時間外労働の把握」にむけた助言を求めた
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★「
タ
テ
の
カ
ギ
」「
ヨ
コ
の
カ
ギ
」を
ヒ
ン
ト
に
、

　
　
　
　
　
　
二
重
枠
A
〜
H
を
並
べ
て
言
葉
を
完
成
し
て
下
さ
い
。

　
〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

１　
討
論
・
討
議

２　
↑
↓
上
位

３　
構
え
や
仕
組
み
の
大
き
さ

４　
作
戦
や
指
示
を
出
す
中
枢

部
、
ま
た
は
そ
の
人

５　
畑
で
作
物
を
作
る
た
め
、

直
線
上
に
土
を
盛
り
上
げ

た
所

６　
都
道
府
〇
〇

７　
団
扇

８　
状
態
が
う
つ
っ
て
行
く
こ
と

９　
公
的
な
機
関
に
属
し
な
い

こ
と

10　
日
の
出

11　
二
十
世
紀
・
幸
水
・
豊
水

12 　
商
品
を
販
売
す
る
場
所

13 　
マ
シ
ー
ン

14　
鎖 

　
〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

１　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

12　

 

↑
↓
下

15 　
ハ
ス
の
地
下
茎

16　
空

17　

神
意
を
問
い
、
未
来
の
吉

凶
を
予
想
す
る
こ
と

18　
ア
ン
サ
ー

19　
〇
〇
の
上
に
も
三
年

20　

暑
さ
を
和
ら
げ
る
た
め
水

を
ま
く
こ
と

21　
春
夏
秋
冬

22　
オ
ン
リ
ー
〇
〇

23　
悪
い
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う

前
も
っ
て
防
ぐ
こ
と

24 　
熱
量
の
単
位

25　
元
素
記
号
Ne

26　
碁
・
将
棋
を
指
す
台
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　　　　　〈全労済〉徳島推進本部）        

２ 等    （3本）１ 等    （１本）

あんしんほ賞  
（30本）

　　　クオカード　1,000円分

（提供：こくみん共済 coop〈全労済〉
           自治労共済推進本部徳島県支部）

※状況等により商品変更の場合があります。

お年玉クイズ
QRコード

応募方法は２種類、いずれか１回で

のべ牛（阿南市） 

まるもと（海陽町）

2024年1月5日（金）13時必着

AからHまでの文字をならびかえると…

み
な
さ
ん
の
ご
応
募
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

応
募
資
格

組
合
員
本
人
で
あ
る
こ
と

応
募
方
法

応
募
方
法

次
の
ど
ち
ら
か
で
応
募
く
だ
さ
い

①
ネ
ッ
ト
応
募
： 

下
掲
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス

し
、フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ハ
ガ
キ
応
募
： 

下
例
の
通
り
記
入
の
う
え
、ご
郵

送
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
、
左
記
団
体
に
協
賛
い
た
だ
き 

「
自
治

労
県
本
部
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
を
行
い
ま
す
。

当
選
発
表

当
選
発
表

              

抽
選
は
１
月
６
日
に
開
催
す
る
自
治

労
県
本
部
旗
び
ら
き
で
行
い
ま
す
。結
果
を
本
紙
で

発
表
し
、当
選
者
に
景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

景
品
提
供　

 

自
治
労
徳
島
県
本
部
、
こ
く
み
ん
共

済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ〈
全
労
済
〉
自
治
労
共
済
推
進
本
部

県
支
部
、（
一
財
）徳
島
県
自
治
労
会
館
、
四
国
労

働
金
庫
徳
島
支
店
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

〈
全
労
済
〉徳
島
推
進
本
部

※
 

重
複
が
合
っ
た
場
合
、当
選
を
無
効
と
し
ま
す

（
あ
ん
し
ん
ほ
賞
は
、景
品
発
送
の
み
と
な
り
ま
す
）

　

今
年
も 

「
自
治
労
県
本
部
お
年
玉
ク
イ
ズ
」を
、
自
治
労

徳
島
県
本
部
、こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
〈
全
労
済
〉自
治

労
共
済
推
進
本
部
徳
島
県
支
部
、（
一
般
財
団
法
人
）
徳
島

県
自
治
労
会
館
、四
国
労
働
金
庫
徳
島
支
店
、こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
徳
島
推
進
本
部
の
景
品
提
供
に
よ
り
行
い
ま

す
。

　

応
募
方
法
は
、
①
ネ
ッ
ト
応
募
（
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
）、
②
は
が
き
の
２
種
類
で
す
。

①
ネ
ッ
ト
応
募
は
、
下
記
記
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス

し
、ク
イ
ズ
の
答
え
他
、必
要
事
項
を
入
力
し
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

②
は
が
き
応
募
は
、
下
記
の
記
入
方
法
の
通
り
記
入
し
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
は
組
合
員
本
人
と
し
、
い
ず
れ
か
１
回
限
り
で
お

願
い
し
ま
す
。
重
複
が
合
っ
た
場
合
は
当
選
を
無
効
と
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
は
１
月
に
開
催
す
る
自
治
労
県
本
部
機
関
会
議
に

お
い
て
厳
選
に
行
い
ま
す
。
当
選
さ
れ
た
人
に
景
品
を
お

送
り
し
、
当
選
結
果
は
機
関
紙
「
自
治
労
徳
島
」
で
発
表

し
ま
す
。

　
（
あ
ん
し
ん
ほ
賞
に
つ
い
て
は
、景
品
の
発
送
を
も
っ
て
　

　
　
　
　
　
　
　 

発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）
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